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ラッコに魅せられた人たち 
 
 
 カンカンとホタテを腹でたたく動物といえば、
あの大きな黒い鼻にくりくりとした目をしたラッ
コを容易に連想することができるだろう（写真①）。 
写真①須磨海浜水族園の明日花 
 
 
北海道や伊勢志摩のお土産売り場に行けば、ラッ
コのキーホルダーも売られている。30年以上連載
を続けている人気漫画『ぼのぼの』の主人公もラ
ッコだ。しかし、ラッコという動物のイメージが
世間の共通認識になったのはそんなに古い話では
ない。1970年代までラッコは忘れられた動物であ
ったのである。ラッコを鳥羽水族館に導入した当
時の企画室長だった中村元氏は著書『ラッコの道
標』のなかで「私がラッコに会ったのは、いやラ
ッコという動物の存在を知ったのさえも、鳥羽水
族館で働きはじめてからのことだった。 それま
での記憶の中にはテレビでも本でも思い浮かべる
ことができない」と述べているように、ラッコと
いう動物は日本人の記憶から完全に抜け落ちた動
物であった。 
今、この一度は忘れられた動物が少しずつ北海
道の海に戻りつつある。まれに記録がある程度で
あった霧多布岬では、2010年以降頻繁に目撃され
るようになり、今年5月にはラッコの赤ちゃんが
誕生した。私が観察を続けている根室市昆布盛で
も最大5頭が確認され、着実にラッコは勢力を増
しつつある。一日に10kgもの海産物を食するラッ
コ。それは、漁業者との新たなる対立の火種とな
るのか、あるいは人間と野生動物の共生のシンボ
ルとなりうるのか。 
 
メディアとラッコブーム 
 
ラッコと人とのかかわりは古く、数千年前から
毛皮や食料として北米先住民によって、小規模な
ラッコ漁が営まれていた。この状況が大きく変わ
ったのが 17 世紀から始まったラッコを主対象と
した毛皮貿易である。ラッコの毛皮は他の哺乳類
に比べ厚く、また水はけをよくするために常に毛
づくろいをする習性があることから脱毛が少ない
という利点があった。くわえて、中国でラッコの
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毛皮が流行したこともあり、柔らかい金（soft 
gold）として、市場価値は10倍近くまで高騰した。
ロンドン市場ではラッコの毛皮取引が活況を呈し、
最盛期には1万頭近いラッコの毛皮が売買された。
日本でもラッコの毛皮は流行し、物理学者であり
随筆家・俳人でもある寺田寅彦は随筆『銀座アル
プス』のなかで「黒光りのする店先の上がり框が
まちに腰を掛けた五十歳の父は、猟虎（らっこ）
の毛皮の襟えりのついたマントを着ていたようで
ある」と述べ、島崎藤村の小説『家』や『夜明け
前』の中でも当時流行した猟虎帽という描写が見
られる。また、宮城県の塩釜では防寒具として珍
重され、ラッコ漁が盛んであり、1909年にはラッ
コ船「海盛丸」がアラスカで違法なラッコ漁を行
い、拿捕され強制送還される事件も起こっている。 
絶滅の危機に瀕したラッコを保護するため、
1911年には膃肭獣（おっとせい）保護条約が締結
されたが、その頃には、世界で1000～2000頭が生
息するにすぎなかったという。明治時代には富の
象徴でもあったラッコは徐々に忘れ去られ、わず
かに北方の人びとの間にラッコのマントや帽子が
記憶として残されるに過ぎなかった。 
 この状況が大きく変化するのが、80年代である。
この時代、メディアによる一大動物ブームが巻き
起こり、次々と動物を主人公にした映画、テレビ
番組や漫画作品などがつくられていく。ムツゴロ
ウこと畑正憲が動物を紹介する『ムツゴロウとゆ
かいな仲間たち』が 80 年に放送開始。83 年には
南極観測隊の犬たちを描いた『南極物語』が邦画
の興行成績を塗り替える空前の大ヒットとなり、
世界の動物をクイズ形式で紹介するテレビ番組
『わくわく動物ランド』がはじまった。それまで
『野生の王国』など動物を紹介する番組はあった
がドキュメンタリー要素が強く、子どもたちも楽
しめる動物バラエティ番組の登場に子どもたちの
目はくぎ付けになった。 
 こうした動物ブームのなかで、82年に伊豆半島
の三津シーパラダイスで、ラッコが日本で初めて
飼育展示され注目を集めた。さらには84年に三重
県の鳥羽水族館で国内初となるラッコの赤ちゃん
「チャチャ」が誕生し、ラッコ旋風が巻き起こる
ことになる。ラッコの赤ちゃんの様子は『わくわ
く動物ランド』で度々放送され、ラッコの人気は
全国的なものへと拡大した。当時、小学生だった
私も子ども会の遠足で行った鳥羽水族館のラッコ
のことはよく覚えている。というよりも、ラッコ
のことしか覚えていないのだ。鳥羽水族館は世界
で初めてスナメリの繁殖に成功し、ジュゴンなど
の魅力的な大型海洋ほ乳類にも恵まれていたのだ
が、入場券もポスターもシンボルマークであるラ
ッコが採用され、鳥羽＝ラッコというイメージし
かなかった。前述の『ラッコの道標』には、ラッコ
列車にラッコバスツアーが企画され、ラッコのエ
サを体験学習してもらおうとラッコ定食にラッコ
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ランチが考案されたと書かれている。スタッフは
夜なべしてラッコの着ぐるみをつくり、ラッコの
電話台、ごみ箱やポストまであったというから、
まさにラッコ一色である。来館者数は急激に伸び、
年間 200 万人近くが訪れる施設となった。NHK み
んなのうたでは水森亜土の歌う「いたずラッコ」
が流れ、ラッコは客を呼べるツールとなった。こ
の鳥羽水族館の成功を皮切りに全国の水族館でラ
ッコが導入され、最盛期の1994年には全国で122
頭のラッコが飼育されることとなった。 
 
なぜラッコは魅力的なのか 
 
 ラッコブームの仕掛け人が動物番組と水族館で
あったことに異論はないだろう。しかし、なぜラ
ッコはこれほど日本人の心をつかんだのだろうか。 
 ビデオリサーチが2015年に東京近郊に住む622
人の 3-12 歳の男女を対象として行った好きな動
物調査では、ラッコはライオンを抜いて13位。ニ
ューヨークに本拠を置く Purch が運営する Live 
Science が発表した「世界で最もかわいい動物ベ
スト 500」においてラッコは第一位を獲得するな
ど、ラッコの人気は世界的なものである。たとえ
ば、アメリカ・カリフォルニア州モントレーの沿
岸地域はラッコツーリズムの地として知られ、そ
の経済的利益は年間150万～820万ドル、143～750
人の雇用を生み出すと見積もられている。水族館
の立ち入り禁止施設を見学できるラッコ保護ツア
ーを開催しているモントレーベイ水族館の売店で
は、ラッコに関するものが全売上の20％を占める
という。 
 一般的に動物の人気ランキングではペットや動
物園で身近にみられるものが上位を占め、ジャイ
アントパンダやコアラのように正面から見ると目
がくりくりとした狸顔のものが多い傾向がある。
ラッコと似た環境に住み、やはりメディアに取り
上げられ人気を博した動物にゴマフアザラシがい
る。漫画『少年アシベ』で主人公が飼うことにな
ったゴマフアザラシの赤ちゃんゴマちゃんの愛く
るしい姿は人気を呼び、2002年に多摩川に現れ新
語・流行語大賞の年間大賞にも選出されたタマち
ゃんフィーバーの下地を築いた。 
しかし、アザラシをはじめとする他の海洋哺乳
類とラッコを比べるとラッコの人気は圧倒的であ
る。ラッコの愛くるしい顔、貝をお腹で割る行動、
手をつないで眠る姿などがラッコの魅力としてよ
く挙げられるが、ラッコと直接接する飼育員の見
方は異なる。ラッコの飼育を担当してきた須磨海
浜水族園の村本ももよ氏によれば、魚類を担当す
る飼育員が魚をひとまとまりの種として見る傾向
がある一方、ラッコを担当する飼育員は種として
の特性も十分踏まえたその上で、個体毎の特性も
把握しておくことが必要になってくるという。野
生ではどうなのか、それに比べて飼育下ではどう
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か、この個体についてはどうか、ということを考
えながら見ているので、個体への注目が魚類に比
べると比重が大きくなる。ラッコは個体差が激し
く、行動も異なる。ラッコといえばだれもが想像
する、お腹に石をのせ貝殻を割る行動も共通した
ものではない。須磨海浜水族園には水族園生まれ
の明日花と新潟市水族館からきた飼育下繁殖個体
のラッキーがいるが、いずれも貝殻を割るのに石
を使わず、水槽のガラスに貝殻をぶつけて割って
いたという。ラッコの魅力の一つである手をつな
いで寝る行動も野生では私は見たことがない。ま
た、村本氏は飼育員としての観点からラッコの魅
力を次のように語っている。 
 
ラッコは他の海棲哺乳類に比べると、まだ海に
適応しきれていないようにも思えます。潜る時は
どこかぎこちない。毛づくろいをしないと死んで
しまう。餌を食べないと死んでしまうのに、好き
嫌いが多い。ほんとに変な生きものなんです。 
 
 漫画『ぼのぼの』でも主人公のラッコはどんく
さいところを他の動物たちにいじられる。それぞ
れの個性が強く、きわめて人間臭い動物。それゆ
え、多くの人に愛されるのかもしれない。 
 
クーちゃんというスーパースタ  ー
  
水族館ではすべての個体に名前がつけられ、親近
感を持たせる工夫がされているが、野生個体にも
人は思いをはせる。それが2009年2月に釧路市の
釧路川に出現したクーちゃんである。 
 北海道東部ではラッコの観察されていたものの、
幣舞橋（ぬさまいばし）という釧路を象徴する橋
のたもとに、あまり人をおそれないラッコが現れ
たことで釧路の人びとは歓喜した。クーちゃんを
追っかけて釧路川に落ちる人が現れるなど、街は
クーちゃんフィーバーに包まれた。クーちゃん出
現場所に近い商業施設MOO では月間売り上げが前
年比1000万円増、市内のビデオ制作会社が作成し
たDVDは1か月で600枚売れた。クーちゃんのお
父さんを自認する元歯科医でアマチュア写真家の
林田定昭氏は当時をこう振り返る（写真②）。 
写真②幣舞橋と林田氏 
 
 クーちゃんはスーパースターでした。クーちゃ
んと呼ぶと本当に近づいてくるんですよ。水族館
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でアクリル越しにしか見られないかわいい動物が
手が届く距離にいるんですから。おそらく世界で
一番注目を浴びたラッコではないでしょうか。こ
の小さな都市に全国のテレビ局がかけつけたんで
すよ。 
 普段は寝て食べてばかり。姿をくらますことも
よくありましたが、「ここいちばん」と いう時に
は必ず現れて、期待を裏切りませんでした。釧路
市から特別住民票が交付され釧路市民になった記
念式典でも式がはじまってから 15 分ほどは姿を
現しませんでした。野生動物だから仕方がないと
みんな思っていたのですが、市長のスピーチがは
じまったらひょっこり出てきたんですよ。「住民票
を受け取りにクーちゃんが来たよ」って大歓声で
した。 
 林田氏の自宅は釧路川を望む高台にあり、散歩
がてらにクーちゃんを見るうちに、ひとかたなら
ぬ親愛を感じるようになっていく。クーちゃんは
数日で消えると思われていたが、3 か月近く滞在
し続けた。毎日クーちゃんの様子を見ずにはいら
れなくなり、クーちゃんが釧路を離れた後も納沙
布岬や尾岱沼まで追っかける日々が続くことにな
る。歯科医であった林田氏は、各地で撮影した膨
大な写真の中からクーちゃんの口腔内に悪性黒色
腫（メラノーマ）を発見し、それがクーちゃんの
個体識別の決め手となった。しかし、林田氏は「ク
ーちゃんは自分のことをわかっていましたから」
見誤ることはなかったと話す。 
 
納沙布岬に現れた個体はクーちゃんなのかとい
う疑問はありました。しかし、大勢のカメラマン
が訪れたなかで、白い衣装に身を包んだ私だけが
彼に近づくことができました。野生の個体がほと
んど触れる距離まで逃げなかったんですよ。 
 
 翌2010年、釧路郵便局が発行したクーちゃん記
念切手（林田氏撮影）が爆発的な売り上げを記録
するなど、釧路市民はクーちゃんの再訪を期待し
たが、その姿を現すことはなかった。 
 
ラッコに魅せられた男 
 
 クーちゃんが釧路から姿を消した後、2009年12
月頃から、納沙布岬でまとまった数のラッコが姿
を見せるようになった。岬には写真愛好家が集ま
り、「経済効果は推し量れない」と根室市観光協会
は大歓迎であったが、予期せぬ問題が起こった。
ウニ漁がはじまった2010年3月、食い荒らされた
ウニの殻がまとまって見つかったのである。歯舞
漁協が専門家に殻の分析を依頼したところ、歯の
痕跡や割れ方からラッコによる食害とわかった。
この年、最大で6頭のラッコが確認され、ウニの
食害は約18トン、被害総額は約3000万円と見積
もられた。しかし、ラッコは過去の過剰な狩猟の
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歴史をもつ経緯から臘虎膃肭獣猟獲取締法（らっ
こおっとせいりょうかくとりしまりほう）によっ
て捕獲が制限され、環境省が発行するレッドデー
タブックにおいても絶滅寸前とされる絶滅危惧IA
類に指定されている保護動物である。漁協は道や
地元選出の国会議員に陳情を行い、根室市は被害
防止対策協議会を立ち上げたが、有効な打開策は
見つからなかった。幸いにも、この被害発表以後、
納沙布岬のラッコは1頭に減り、ときおり2頭が
確認される程度で定着することはなかった。現在
はときおり観察される程度である。 
 逆に目撃例が増えてきたのが、納沙布岬から
90km離れた浜中町の湯沸岬である。浜中町で海鳥
の保護活動を続けるNPO 法人エトピリカ基金の片
岡義廣理事長がはじめて、湯沸岬でラッコを確認
したのは移住した1985年10月のことであった。
浜中町でのラッコの記録は最も古いものが 1973
年であるが、数年に一度見られる程度のきわめて
珍しい動物であった。クーちゃんフィーバーに沸
いた 2010 年に 3 週間近く滞在した例があるもの
の、定着することはなかった。状況が大きく変化
したのは2014年の夏である。アゼチの岬に1頭が
約4か月、同時期に別の個体が1か月半滞在した。
その後、断続的ではあるもののラッコたちは定着
し、2016年秋からは3頭となった。 
 片岡氏はもともとラッコ観察を主として行って
きたわけではない。北海道で出会った海鳥エトピ
リカに惹かれ、浜中町に移り住んだ。エトピリカ
の観察と保護活動を行うために宿を開業し、以来、
30年以上ほぼ毎日浜中町での海鳥観察記録を取り
続けている。最初はそれほど興味を惹かれたわけ
ではなく、珍しい動物が見られたとフィールドノ
ートの片隅に記録していたにすぎなかった。片岡
氏の個人的な活動が任意団体となり、さらにはNPO
法人化し活動範囲が広がる中でエトピリカ以外の
海鳥や海獣も調査対象となっていった。そこでも、
海獣は主としてアザラシであった。しかし、2014
年からラッコがほぼ定着するようになった頃から、
ラッコは調査対象となっていく（写真③）。 
写真③湯沸岬で観察する片岡氏 
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片岡氏は「アザラシが海上に頭を出すだけに対
し、ラッコは動きが多く、見ていて飽きない」と
いう。最初はオスなのかメスなのかもわからなか
った。観察を続けていくなかで、少しずつ個体ご
との差がわかるようになった。繁殖期は毎日続け
てきたエトピリカの観察に、一年中行うラッコの
観察が追加された。ラッコの観察ポイントは主に
二つ。ラッコがよく浮かんでいる小島を見渡せる
アゼチの岬と、20m近い崖のある湯沸岬だ。湯沸岬
は上から見下ろせるためにペニスや乳首、顔の観
察がしやすいが、崖の上での観察は危険が伴う。
崖のすぐ下にいることもあるため、特に雪が積も
っている冬場は足を踏み外せば海に落下してしま
う。それでも、片岡氏は毎日、きついなぁと苦笑
いしながら現場に向かう。 
首にかみついてじゃれあっている２頭のうちの
１頭にペニスを見つけたこと、海鳥を食べるわけ
でもなくただ捕まえて殺して遊んでしまったこと、
片岡氏がラッコについて語るとき、それはラッコ
の行動に関しての発見や驚きが多い。多くの人た
ちがラッコのかわいさの虜になる一方、片岡氏は
その行動の魅力を語る。それは片岡氏が長年追い
続けているエトピリカがもつ魅力、美しさとは異
なるものだ。愛嬌があり、かわいらしい行動をす
るのに、ときに残虐性を見せる。それは、ある意
味、人間らしい動物だ。 
そんなラッコが浜中町で100 年以上ぶりに繁殖
するかもしれない。2016年から３頭のラッコが定
着し、オスとメスがいることが判明してから、片
岡氏の夢がひとつ増えた。 
 そして、今年5月、片岡氏から「ついにラッコ
に」というタイトルの興奮気味のメールが届いた。 
 
先ほど黒岩近くにいる親子を発見しました。 
はるか遠くの豆粒でしたが夢の叶った瞬間でし
た。 
 
このメールから３日後、片岡氏は子どもを抱く
母親を船上から確認。以後、順調に子育ては進ん
でいる（写真④）。 
写真④ラッコの赤ちゃん 
 
 
無事、子どもが育ったら、次の目標は地元の人
たちにラッコに対する理解を深めてもらうことだ。
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幸いにして、浜中町に定着しているラッコたちは
漁場と重ならない場所を餌場にしているため、現
在までのところ、漁業者からは被害報告はない。
しかし、数が増えれば納沙布岬のような軋轢が生
まれる可能性は十分にある。ラッコをただの害獣
にしないために片岡氏の活動はまだまだ続く。 
 
ラッコとの共存に向けて 
 
 北海道東部のラッコはこれまで個体数が多くな
かったこともあり、継続的な調査を続けている研
究者はいなかった。生息数調査も2017年8月に一
度行われたにすぎない。基礎的データの蓄積がな
いために、まずは個体数の把握からはじめなけれ
ばならない。しかし、この地域のラッコは繁殖が
確認されているユルリ、モユルリ島と定着地を往
復しているらしく、同じ数が確認されていても、
個体は入れ替わっている可能性がある。このため、
個体識別が重要となるが、これが極めて困難な作
業となる。クーちゃんのように距離が近く撮影が
しやすい環境である場合は別として、野生個体は
一般的に警戒心が強く、かなり距離がある。個体
識別のひとつの手法として鼻の傷の違いが挙げら
れるが、距離が遠くては観察・撮影できない。そ
こで、片岡氏が注目したのはラッコが使う石の存
在だった。ラッコは脇にポケットをもち、そこに
お気に入りの石や貝を入れておく習性がある。同
じ石を使っているのであれば、距離が遠くても判
別できるのではないかと石の撮影をはじめた。し
かし、光の加減や石の向きで、その識別もまた困
難であった。 
 そこで、私は今、根室市昆布盛漁港でラッコの
石の観察・撮影を行っている。ここでは最大5頭
のラッコが定着し、横からではあるが、浜中町に
比べると距離も比較的近い。とりわけ、漁港のテ
トラポットをねぐらにしている個体は数メートル
の距離まで接近するため、顔の撮影も容易であっ
た。鼻の傷の数と位置から、テトラポットをねぐ
らにしている個体は少なくとも2頭いることが判
明した（写真⑤、⑥）。はじまったばかりの調査で、
石の判別までには至っていないが、あわせてラッ
コの食物の記録を取ることで漁業被害が生じた際
にひとつの客観的な資料になるものと考えている。 
 研究者のポストは年々減り、常勤雇用どころか
非常勤ですら厳しい状況が続いている。成果重視
の今の風潮では個体数も少なく調査の難しいラッ
コのような動物は論文につながりにくく、敬遠さ
れがちだ。しかし、地域の人間が望むものは限ら
れた世界の人しか読まない論文ではなく、現実の
交渉の場で使える科学の裏付けのある基礎的デー
タではなかろうか。それがなければ、利害の異な
る関係者は交渉の場につくことすらできない。 
 片岡氏は言う。 
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私たちは所詮、アマチュアですから。研究者が
こういった問題や保護活動に取り組んでくれたら、
私たちは応援団でいいんですよ。 
 
 ラッコを通して、研究者はどうあるべきなのか
を問いかけられているように思えるのだ。 
 
關野伸之（せきののぶゆき） 
 
 
 
 
 
写真⑤2018年6月に撮影した個体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真⑥2018年7月に撮影した個体 
 
